
 

 

建設ＩＣＴ導入普及研究会主催 
 
 
 
 

 

2017 年 1 月 24 日（火）     

（雨天予備日：1 月 25 日（水）） 

三重県尾鷲市           

－ 次   第 － 
 

１．主催者挨拶（５分） 建設ＩＣＴ導入普及研究会 13:30 

２．ミニセミナー（建設ＩＣＴを取り巻く話題）（５分） 建設ＩＣＴ導入普及研究会 13:35 

３．事業概要説明（５分） 紀勢国道事務所 13:40 

４．工事・技術概要説明（１５分） 朝日丸建設（株） 13:45 

５．技術体験（１３５分） 

建設ＩＣＴ導入普及研究会 
14:00 

（45 分×3） 

Ａ：UAV，LS による地形測量 

Ｂ：MCバックホウ、MCブルドーザ、GNSS締固

め管理 
Ｃ：座学 

（３次元設計データ作成、３次元出来形管理） 

６．無人化施工（１０分） 朝日丸建設(株) 16:15 

７．質疑・応答（５分） 建設ＩＣＴ導入普及研究会 16:25 

 （アンケート回収）  － 

１６：３０ 終了予定 

   
 

※技術体験ローテーション 
時間割（目安） １  班 ２  班 ３  班

１４：００～ Ａ Ｂ Ｃ 
１４：４５～ Ｂ Ｃ Ａ 
１５：３０～ Ｃ Ａ Ｂ 

 

ICT 活用工事現場見学会 

CPDS : 3 ユニット
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参加者一覧表 三重県尾鷲市

普及 支援 研究

【班長】(一社)中部地域づくり協会 ○ ○ ○ － 1

金子工業株式会社 － － － ○ 3

日本土建株式会社 － － － ○ 4

株式会社キナン － － － ○ 4

小原建設株式会社 － － － ○ 3

株式会社矢野商店 － － － ○ 1

山﨑建設株式会社　中部支店 － － － ○ 2

株式会社　上田新工業 － － － － 1

ユウテック株式会社 － － － － 2

㈱大林組 － － ○ － 1

東建興業株式会社 － － － － 4

丸亀産業株式会社 － － － － 3

【班長】(一社)中部地域づくり協会 ○ ○ ○ － 1

（株）山野建設 － － － ○ 2

株式会社　上村組 － － － － 2

佐藤工業㈱ － － － － 4

株式会社　松本組 － － － － 2

株式会社　塩谷組 － － － － 3

清水建設株式会社 － － ○ － 4

宮本建設 － － － － 3

日本振興㈱ － － － － 4

株式会社　北村組 － － － ○ 3

【班長】（株）トプコンソキアポジショニングジャパン ○ － － － 1

生川建設株式会社 － － － － 2

七宝建設株式会社 － － － － 2

 三重県　県土整備部公共事業運営課 － － － － 3

 三重県尾鷲建設事務所 － － － － 3

 三重県熊野建設事務所 － － － － 3

 三重県尾鷲農林水産事務所　森林・林業室 － － － － 1

 三重県尾鷲農林水産事務所　農政・農村基盤室 － － － － 1

 三重県熊野農林事務所 － － － － 2

三重河川国道事務所 － － － － 3

紀勢国道事務所 － － － － 7

太啓建設(株) ○ － － － 1 リーダー

（有）トプラス ○ － － － 5 技術指導

(株)シーティーエス ○ ○ ○ － 3 技術指導

コマツレンタル（株） － － － ○ 6 技術指導

（株）前田製作所レンタル２１ ○ ○ － － 2 技術指導

福井コンピュータ(株) ○ － ○ － 3 技術指導

紀勢国道事務所　熊野尾鷲道路出張所 － － － － 1 発注者

朝日丸建設（株） ○ － － ○ 1 施工者

中部地方整備局企画部　施工企画課 ○ － － － 2 事務局
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3班-1

1班-2

1班-1

2班-1

2班-2

ＵＡＶ，ＬＳ－１

ＵＡＶ，ＬＳ－２

参加企業名

会員種別

参加
人数

技術体験ローテーション
プロジェクト ｻﾃ

ﾗｲﾄ 14:00～ 14:45～ 15:30～

体験班
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）
ＵＡＶ，ＬＳ－２

ＵＡＶ，ＬＳ－１
M
C
バ
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ホ
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、

M
C
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ザ

、

G
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S
S
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管
理

3班-2

ＵＡＶ，ＬＳ－１

ＵＡＶ，ＬＳ－２

MCバックホウ、MCブルドーザ、GNSS締固め管理

MCバックホウ、MCブルドーザ、GNSS締固め管理

座学（３Ｄ設計データ作成、３Ｄ出来形管理）
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ICT活用工事現場見学会 会場案内図

国土地理院地図より作製

現場出入り口

拡大図

尾鷲南ＩＣ

機密性２情報

駐車場

座学・集合場所

ICT建機

UAV,LS

現場入り口

尾鷲南ＩＣ入口

至松阪

至熊野
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【ミニセミナー資料】 ＩＣＴ土工の流れ

測量 設計・施工計画 施工
契
約 検査

引
渡
し

②３次元設計データ作成

施工段階の一連の利用の
前提として、施工前に契約
図書を３次元化

多点観測を前提とした
面的な施工管理基準
の設定

④３次元出来形管
理等の施工管理

⑤３次元データ
の納品

電子納品等運用
ガイドラインに基
づき、３次元デー
タを納品

③ＩＣＴ建機による施工①３次元起工測量

設計図に合わ
せ丁張り設置

検測と施工を繰り
返して整形

丁張りに合わせ
て施工測量の実施

設計図から施工
土量を算出 書類による検査

従来方法

平面図 縦断図

横断図

ＵＡＶ等による写真測量等
により、短時間で面的（高精
度）な３次元測量を実施

３次元設計データ等により、
ＩＣＴ建設機械を自動制御し、
建設現場のＩｏＴを実施

出来形管理

情報化施工
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熊野尾鷲道路（Ⅱ期）

事業概要

平成２９年１月２４日

紀勢国道事務所
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近畿自動車道紀勢線
全長 約335km

紀勢自動車道
[尾鷲北IC～紀勢長島IC]

延長21.2km
H26.3.30 全線開通

熊野尾鷲道路（Ⅱ期）
[尾鷲北IC～尾鷲南IC]

延長5.4km
H24年事業化

熊野尾鷲道路
[尾鷲南IC～熊野大泊IC]

延長18.6km
H25.9.29 全線開通

新宮紀宝道路
延長2.4km

H25年事業化

すさみ串本道路
延長19.2km
H26年事業化

松原那智勝浦線
[田辺～（すさみ）]

延長38.0km
平成27年7月12日

平成27年8月30日開通

H25年計画段階評価完了
すさみ～太地
延長約38km

那智勝浦新宮道路
延長8.9km

那智勝浦道路
[那智勝浦IC～

那智勝浦町市屋]
延長6.3km

平成27年9月13日開通

熊野道路
[熊野大泊IC～熊野市久生屋町]

延長6.7km
H26年事業化

近畿自動車道 紀勢線 全体路線図

近畿自動車道紀勢線
全長 約335km

計画段階評価とは・・
公共事業の実施過程の透
明性を一層向上させる観点
から地域の皆さまの声を聞
きながら、計画段階におい
て事業評価を行う取組み

近畿自動車道紀勢線 全体路線図

1
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尾鷲第2ﾄﾝﾈﾙ
L=343m

尾鷲第1ﾄﾝﾈﾙ
L=718m

尾鷲第3ﾄﾝﾈﾙ
L=310m

尾鷲第4ﾄﾝﾈﾙ
L=2477m

尾鷲北ＩＣ

工事用進入路
（尾鷲北地区）工事用進入路

（小原野地区）

工事用進入路
（尾鷲南地区）

至 名古屋

至 新宮 ：県道

国道４２号熊野尾鷲道路（Ⅱ期）

2

○平成２８年度事業内容
改良工、橋梁上下部工、トンネル工、水文調査、

環境調査、移転補償、関係機関協議

○Ｈ２８当初予算：４２．２億円
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3

国道４２号熊野尾鷲道路（Ⅱ期）

新矢ノ川橋

尾鷲第４トンネル

工事用進入路

至 新宮

至 名古屋

写真 現場状況

最新の写真

尾鷲南地区（尾鷲南ＩＣ）

尾鷲第４トンネル坑口

国道42号

しんやのがわ矢ノ川
やのがわ

トンネル坑口

ICT土工（盛土）
施工箇所
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TEL 0597-25-0688

TEL 0596-36-8008
TEL 0597-37-4588
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NG 150m DID
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3

100 mm 50 mm
2 cm 1 cm

50 cm 10 cm

4
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2017/1/18

2

3

基準点
⇒ 現場を囲む4箇所以上

設計データ(TINデータ)
⇒ 施工箇所の3次元データ

固定局を利用する場合は
更に1箇所追加で必要

ICT施工に必要なもの

4

・GNSS衛星を利用する測量機
器で施工現場の基準点を測定
する事で基準点座標をﾃﾞｰﾀと
して取り込み、ICT建機を稼働さ
せる為の領域ﾃﾞｰﾀを作成しま
す。

GNSS移動局（ローバー）

・移動局と同じくGNSS衛星を
利用する測量機器ですが、既
知の座標を持つ基準点上に
設置して位置補正情報を無
線電波でICT建機に送信する
為に使用します。

ICT建機の関連機器

移動局による基準点測定作業の様子

GNSS固定局

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ無線機

・ICT建機に搭載して固定局からの位置
補正情報を受信する為に使用します。

・固定局及びﾃﾞｼﾞﾀﾙ無線機はICT建機稼働現場内の携
帯通信網の電波状態が悪い場合に使用します。

26



2017/1/18

3

5

・慣性ｾﾝｻﾕﾆｯﾄ（IMU）

・ｽﾄﾛｰｸｾﾝｻ付きｼﾘﾝﾀﾞ
・12.1ｲﾝﾁ大型ﾓﾆﾀ

・GNSSｱﾝﾃﾅ

ICT油圧ショベルの特徴

ICT油圧ショベル専用機器
ｺﾏﾂｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄを全て内蔵化（ｽﾄﾛｰｸｾﾝ
ｻ付きｼﾘﾝﾀﾞ等）した。
ﾄﾌﾟｺﾝｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄはOEM化し、ｺﾏﾂが品質
保証。

・ｽﾃﾚｵｶﾒﾗ(KomEye)

6ICT油圧ショベルの機能①

①自動整地アシスト

ブームまたはバケットを操作した際に、バケット刃先
が設計面に達すると作業機が自動停止。
★設計面を傷つけず、また刃先位置合わせが容易。

②自動停止制御

設計面

設計面

設計面

③最短距離制御

バケットの幅・輪郭点の中で設計面にもっとも近い点を
自動検出して刃先を制御。
★設計面に正対していなくても掘り過ぎを気にせず作業
可能。

オペレータは、設計面の掘り過ぎを気に
せずに簡単に掘削作業が可能。
作業効率・安全性を向上。

アーム操作した際に、バケットが設計面に沿って動くよう
に自動でブームが上昇。
★粗掘削作業： 設計面を気にすることなく作業が可能。
★仕上げ作業： ブームレバー操作無しで作業か可能。

27
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4

7ICT油圧ショベルの機能②
セミオート/マニュアルスイッチ

・正対コンパス
目視では合わせにくい目標面に対するバ
ケット刃先の正対度を、矢印の向きと色で
ナビゲート。
正対させるのが簡単で法面施工で特に威
力を発揮。

・サウンドガイダンスON/OFF
目標面に対するバケット刃先位置を音でナ
ビゲート。
刃先を注視する作業などライトバーを見る
ことができない状況で有効。

・ﾊﾞｹｯﾄ刃先位置
選択ﾎﾞﾀﾝ

設計面からの距離を測定するバ
ケット刃先位置

（右/中央/左/最短距離）を
選択するために使用

設計面までの距離表示

モード選択ボタン
走行、粗掘削、仕上掘削モード

(ROUGH)          (FINE)

GNSS受信状態確認ボタン
GNSSからの信号受信の確認に使用

受信OK              未受信

メインメニューボタン
各種セッティング・現場データ切換に使用

設計面オフセット
設計面を水平面から垂直方向へオフセット
することが可能

制御面オフセット
設計面を制御面から垂直方向へオフセット
することが可能

スクリーン選択ボタン
スクリーンレイアウト変更に使用

・走行：2画面切替
・掘削：3画面切替

刃先位置確認/測定ボタン
バケット刃先位置補正/測定に使用
(デイリーキャリブレーション用)

・コントロールボックスの機能配置

8ICT油圧ショベルの機能③
・バケット形状のデータ化について

・前述の各種自動制御を高精度で実現する為に専用のツール、ソフトを
用いてバケット形状をデータ化してICT建機に入力されています。
これにより、爪先でも底面でも同じ施工高さで自動制御を使用する事が
できます。

・バケット交換の際はｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ内のバケットデータも変更する必要があ
ります。

バケット形状データ画面

バケット形状計測 バケット形状データ化

28
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9ICT油圧ショベルの機能④
ステレオカメラ(KomEye)について

・キャビン前窓上部に取付されており、撮影ボタン
を押すだけでICT油圧ショベル周辺地形の三次元
計測を行う事ができます。
・計測されたﾃﾞｰﾀは座標を持つ点群ﾃﾞｰﾀとなって
ｵｰﾌﾟﾝﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ「 」（ｺﾑｺﾈｸﾄ）の
中にある施工現場の出来形ﾃﾞｰﾀに反映されます。

・ICT油圧ショベル、ブルドーザ共にICT建機自身が施工した箇所の出来形は自動的に の現
場ﾃﾞｰﾀに反映されますが、ステレオカメラ(KomEye)を使用する事によって従来型の非ICT建機が施工し
た箇所だけでなく手作業で施工した箇所まで出来形ﾃﾞｰﾀに反映する事が可能です。

手作業や従来機で施工した箇所 KomEyeで三次元計測 現場の出来形データに反映

10
ICTブルドーザの特徴

・ｽﾄﾛｰｸｾﾝｻ付きｼﾘﾝﾀﾞ

・GNSSｱﾝﾃﾅ

・ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ

ICTブルドーザ専用機器
ｺﾏﾂｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄを全て内蔵化（ｽﾄﾛｰｸｾﾝｻ
付きｼﾘﾝﾀﾞ等）した。
ﾄﾌﾟｺﾝｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄはOEM化し、ｺﾏﾂが品質
保証。

・慣性ｾﾝｻﾕﾆｯﾄ（IMU+）

・後進整地ﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁ

29
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11
ICTブルドーザの機能①

全自動ブレード制御
従来型情報化ブルドーザとの違い②

12
ICTブルドーザの機能②

コントロールボックスの機能配置

メインメニューボタン
各種セッティング・現場データ切換に使用

作業モード選択ボタン
・・・ドージングモード選択

・・・ブレード負荷モード選択

設計面オフセット
設計面を水平面から垂直方向へオフセッ
トすることが可能

設計面までの距離表示

出来形表示切替ボタン
（切り盛り・施工回数）

施工地点設計ﾃﾞｰﾀのﾌﾞﾚｰﾄﾞﾁﾙﾄ角表示
（法勾配・道路勾配・角度）

モニター表示倍率変更
（広域・詳細）

30
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※稼働できない条件の具体例

・高い構造物（ビル・樹木等）に隣接している場合

・高さがあり勾配の立った法面に隣接している場合

・トンネルの内部や地下掘削現場

・高架橋の直下や隣接したエリア

ICT建機の稼働条件

×：GNSS衛星による位置情報が取得できない為稼働できません

14ICT建機：デイリーキャリブレーション①
ICT建機の自動制御（MC機能）の概略

・GNSS衛星からICT建機の位置情
報を受信

・現在のICT建機本体の傾きをIMUセ
ンサで検出

・現在の作業機姿勢をｽﾄﾛｰｸｾﾝｻ付きｼ
ﾘﾝﾀﾞｰで検出

・現在のﾊﾞｹｯﾄ、ﾌﾞﾚｰﾄﾞ刃先位置をﾃﾞｰﾀ上
の同位置における設計高さ、勾配と比較

・バケット、ブレード刃先位置が現在地の設計ﾃﾞｰﾀの高さ、勾配と同じに
なるように建機本体が作業機を自動制御する。
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15ICT建機：デイリーキャリブレーション②

・デイリーキャリブレーション作業①・・・シリンダーリセット作業
ICT建機には作業機姿勢を建機自身が認識する為の「ｽﾄﾛｰｸｾﾝｻ付ｼﾘﾝﾀﾞ」を複数搭載しているが、
ｴﾝｼﾞﾝを始動しただけでは建機のｾﾝｻが認識しているﾃﾞｰﾀ上の作業機姿勢と実物の作業機姿勢にわずかな（ｾﾝｻ付ｼﾘﾝﾀﾞ1箇所
当たり数ミリ）ズレが生じる。

デイリーキャリブレーションとは？・・・ICT建機の施工精度を維持する為に精度変動の要因を取り除く作業
これらの作業はICT油圧ショベル・ICTブルドーザどちらにも必要

・シリンダーリセット作業の実施
各ｽﾄﾛｰｸｾﾝｻ付ｼﾘﾝﾀﾞをｽﾄﾛｰｸｴﾝﾄﾞまで到達させるとﾘｾｯﾄ信号が働き、ﾃﾞｰﾀ上の作業機姿勢が実物の作業機姿勢と合うように修
正されます。

シリンダーリセット作業はエンジンを始動させる度に必要になります。

シリンダーリセット作業（ICT油圧ｼｮﾍﾞﾙ・ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ共通）

IMU調整作業（ICT油圧ｼｮﾍﾞﾙのみ）

ﾊﾞｹｯﾄ・ﾌﾞﾚｰﾄﾞ刃先調整作業（ICT油圧ｼｮﾍﾞﾙ・ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ共通）

・デイリーキャリブレーション作業の流れ

※上記作業の実施頻度：1日2回（午前・午後の施工開始前を推奨）

16ICT建機：デイリーキャリブレーション③

・デイリーキャリブレーション作業③・・・バケット・ブレード刃先調整作業
ICT建機は建機自身が現在地の座標を測位、出力する為にRTK法（固定局）あるいはネットワーク型RTK法（VRS方式）を使用して
います。
施工精度を確保する為には1基でも多くのGNSS衛星（本項ではGPS及びGLONASSの2種を指す）がICT建機から捕捉できている事
が望ましいが、GNSS衛星とICT建機が互いに動いている事による捕捉数の変動や施工現場周辺の構造物、地形、天候、電波状態
や受信している補正情報の誤差など様々な要因がありICT建機の位置情報＝施工寸法、精度が変動する要因になります。

油圧ショベルの場合

・バケット、ブレード刃先調整作業の実施
基本的に動く事のない施工現場内の物理的なベンチマークにICT建機のバケット・ブレードの刃先を合わせ、変動要因のあるGNSS
衛星からの位置情報を補正する事によってICT建機が日々同じ高さ、勾配、精度で施工する事ができるようにする為の作業です。

ブルドーザの場合
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17転圧管理システムの特徴

◆TS・GNSSを用いた締固め管理システムは、従来の「点」による密度管理から「面」による
管理を可能にすることを目的とした技術です。

従来：現場密度管理試験・RI計器による測定の場合⇒一定単位毎の点管理

測定箇所

この場所の密度
は？？

この場所の密度
は？？

GNSS転圧管理システム：面管理

※点から面的管理となり、転圧状況が見える化できる。エ
リア内の一部のメッシュの欠損やばらつきが出ない様に施
工する。
⇒物理的に転圧が不可能な箇所（構造物付近や路肩部
分）に関しては協議が必要。

18
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３次元設計データ作成技術の紹介 

 

（１）システムの役割 

  3次元測量による出来形管理を行うには、比較対象となる設計データが必要となります。ＣＡＤ図面デー

タや設計計算書をもとに、3次元設計データを作成します。作成した3次元設計データは、3次元測量による

出来形管理だけでなく、マシンコントロール/マシンガイダンス用の設計データとしても利用できます。 

 

（２）機器構成 

  ・EX-TREND 武蔵 Ver.17 建設ＣＡＤ＋3 次元設計データ作成オプション（ソフトウェア） 

 

（３）作業手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 図面取込 

設計図面を CAD に取込

ます。 

 

【取込可能データ】 

SXF(SFC/P21/SFZ/P2Z) 

DXF・DWG 

JWW・JWC 

② 座標入力 

基準点や主要点の座標を入力し

ます。 

 

【入力方法いろいろ】 

 ・座標リストを見て手入力  

 ・ＣＡＤ図面上からマウス入力  

 ・ＳＩＭＡ、ＡＰＡ、ＣＳＶ取込  

 ・EXCEL 等からコピー貼り付け  
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③ 線形入力 

ＩＰ法または要素法により曲線

要素を入力し、平面線形及びセン

ター測点を作成します。 

ＣＡＤ図面から座標、要素文字取

得なども可能です。 

④ 縦断計画入力 

縦断表を参照し、センターの計

画高を入力します。ＣＡＤ図面

から直接文字列取得も可能で

す。 

⑤ 横断計画入力 

横断図を参照し、横断計画を入

力します。ＣＡＤ図面からの数

値化が行えます。 

３D モニタでリアルタイムに形

状を確認できます。 

 

また、曲線部においては、必要

に応じて断面を追加しておきま

す。（カーブの急な区間など） 

設計図書をもとに IP 点、曲線要素を入力。 
CAD 図面がある場合は図面参照も可能。 

断面毎に範囲指定し計画線の始点、終点を
マウスでクリック。 

指定したピッチのセンター測点が生成され、
座標も自動計算。 

計画線を自動認識し道路部、法面部に区
分して数値化完了。 
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Land 
XML 

⑥ 構成要素設定 

計画面に構成要素（道路、法面

等）を設定します。 

横断計画入力時に自動設定されるが、
必要に応じて変更。 

道路 法面 

小段 

⑦ 接続設定 

法面のすり付け部を必要に応じ

て調整し、３Ｄ形状を変更しま

す。 

⑧ ３次元設計データ出力 

線形計画・縦断計画、横断計画

データを統合して、出来形管理

で使用する３次元設計データを

出力します。 

 

ＭＣ/ＭＧで使用する設計デー

タも LandXML 形式で出力可

能です。 

３次元 
設計データ 

i‒Construction では管理断面ではなく、面で管理を行います。 
管理断面のみの入力では正確な設計データが作成できない場合があるため、必要に応じて
断面間の補間や 3D モデルの形状編集などを行う必要があります。 
設計データの作成後は、十分な確認が必要です。 
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３次元測量による出来形管理技術の紹介 

 

（１）システムの役割 

  3次元出来形測量で取得した点群データを取込み、出来形評価を行います。ヒートマップ表示や評価/

計算結果の数値表示などが行えます。「空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理要領(土工

編)(案)」「レーザースキャナーを用いた出来形管理要領(土工編)(案)」で規定された成果作成に対応してい

ます。 

 

（２）機器構成 

  ・TREND-POINT Ver.4 標準セット＋出来形管理支援オプション（ソフトウェア） 

 

（３）作業手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 3 次元設計データ取込み 

LandXML 形式や EX-TREND

武蔵で作成した３次元設計デー

タを取込みます。 

 

設計データの属性を取得し、道路

/河川および天端/法面の区分か

ら規格値（測定項目）を自動で判

定します。 

② 出来形点群データ取込み 

出来形計測した点群データを取

込みます。 

規格値(測定項目)は、設計デ
ータから自動判定。 

３次元 

設計データ 

LandXML 

データ 
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③ 出来形評価 

設計データと点群データを比較

して、出来形評価を行います。 

 

設計との差異をヒートマップで

表現し、平均値や最大・最小値等

の評価情報も画面上で確認でき

ます。 

④ 成果出力 

出来形成果を出力します。 

 

出来形管理図表（PDF、Excel）

や 3 次元ビューアーの出力が行

えます。 

 

「ICON」フォルダに格納するデ

ータが、命名規則に沿ったファ

イル名称で出力できます。 

 

3 次元ビューアー 

平均値、最大値、最小値、
評価面積、棄却点数を画
面上に表示。 

出来形管理図表 
（PDF、Excel） 

命名規則に沿った成果作成が可能。 
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差し支えなければ、会社名、ご氏名をご記入ください。

会社名：

ご氏名：

Ｑ１ 　業種 ａ：建設企業　　ｂ：コンサルタント企業　　ｃ：開発企業/リース会社　　ｄ：発注者・団体等　　ｅ：その他

Ｑ２ 　年齢 ａ：１９才以下　　ｂ：２０才代　　ｃ：３０才代　　ｄ：４０才代　　ｅ：５０才代　　ｆ：６０才以上

Ｑ３ 　会員 ａ：建設ＩＣＴ導入研究会会員　　　ｂ：会員以外　　C:わからない

　ａ：ＩＣＴ通信（メール）　　　ｂ：建設ＩＣＴ総合サイト　　　ｃ：新聞記事　　　ｄ：建設業協会等を通じて

　ｅ：その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　ａ：はじめて参加した　　　ｂ：２回目　　ｃ.３回目以上　　　ｄ.スタッフとして参加

　ａ：最新のＩＣＴ技術が学べる ｄ：開発者等と意見交換ができる。

　ｂ：ＩＣＴ技術に実際に触れる事ができる。 ｅ：見学会参加者の反応が見られる。

　ｃ：ＩＣＴ土工に関する基準、要領や手順等を理解できる。 ｆ：その他（ ）

　ａ：非常に良かった　　　ｂ：良かった　　　ｃ：あまり良くなかった　　　ｄ：悪かった

　上記の理由（ ）

本日の見学会で、不明な点はありましたか？

　ａ：不明な点があった　　　ｂ：なかった

　（ａと答えた方）→具体的には？（ ）

本日の見学会で、不明な点はありましたか？

　ａ：不明な点があった　　　ｂ：なかった

　（ａと答えた方）→具体的には？（ ）

本日の見学会で、不明な点はありましたか？

　ａ：不明な点があった　　　ｂ：なかった

　（ａと答えた方）→具体的には？（ ）

ＩＣＴ土工に関する基準・要領類、「ＩＣＴ土工の手引き」に関する質問や改善意見等ありましたら、ご記入ください。

）

ご協力ありがとうございました。

Ｑ９

【ＭＣバックホウ、ＭＣブルドーザ、ＧＮＳＳ締固め管理の技術体験について】

【座学（３次元設計データ作成、３次元出来形管理の技術体験について】

Ｑ１０

ＩＣＴ土工を現場へ導入する時の課題について、ご意見をご記入ください。

Ｑ１２

Ｑ１３

見学会の改善点などご意見、または感想などを自由にご記入ください。

Ｑ８

【ＵＡＶ、ＬＳによる地形計測の技術体験について】　

Ｑ１１

Ｑ６

この見学会にどんな事を期待して来られましたか？

Ｑ７

実際にこの見学会に参加していかがでしたか？

「ＩＣＴ活用工事現場見学会」アンケート調査
本日は、「ＩＣＴ活用工事現場見学会」に参加していただきありがとうございました。
今後の建設ＩＣＴ導入研究会の活動に際して参考にさせていただきますので、アンケートにご協力をお願い致します。
該当する項目に○印またはご記入をお願い致します。

Ｑ４

この見学会を何で知りましたか？

Ｑ５
建設ICT導入普及研究会が主催する「現場見学会」への参加経験はありますか？
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